
  外部からの安全活動に対する表彰

NSKグループでは、安全方針として3つの重点施策を掲げています。
「安全文化醸成･浸透･定着」として、生産拠点で働く従業員に対してワークショップを実
施し、相互啓発型の安全文化を醸成しています。また、経営層にフェルトリーダーシップ（従

NSKでは安全レベルの向上を図るため、リスクアセスメント活動(現場のリスクの洗い出
し、優先順位付け、措置の決定)を重点的に取り組んでいます。リスクアセスメントを正しい
知識で効率的に実施できるように、
スタッフ間の知識やレベルのばらつ
きを減らして、「SA」「SSA」の資格取
得を推進しています。また同時に、
設備の安全対策を進めることで、災
害件数を削減してきました。これら
の安全に関する人材育成と労働災
害件数削減の実績が評価され、第8
回 向殿安全賞「奨励賞」を受賞しま
した。
※  向殿安全賞
一般社団法人セーフティグローバル推進機構によって運営され、産業分野における安全の維持向上と進歩・普及に貢献した個人・団体
に贈呈される国内有数の賞です。

向殿安全賞「奨励賞」 授賞式の様子

NSKグループは、「安全」を経営の意思決定や行動において、最優先される共通の価値
基準である「コアバリュー」の一つに位置づけ、「安全理念」に基づき、従業員一人ひと
りの安全を確保し、全ての従業員が安全に行動できるよう、様々な取り組みを実施してい
ます。

  NSKグループの安全への取り組み
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より詳しい情報は、こちらをご覧ください。 ▶ 

NSKグループの安全理念

安全はすべてに優先
安全・安心・働きやすい職場づくり

業員に感じてもらう指導力）を発揮してもらうため、FY2020より「経営幹部コアバリュー
ワークショップ」を導入しています。
「“ゼロ災”職場づくり」として、STOP6+2活動 やリスクアセスメントを通じた設備や作
業のリスク軽減に取り組み、重大災害の未然防止を図っています。また、外来工事業者や請
負会社などのビジネスパートナーも安全に作業ができる環境づくりに取り組んでいます。
さらに設備の「予防･予知技術の整備」を進め、災害につながる異常な兆候を事前に察知

し、重大故障を防止する取り組みを行っています。

  安全衛生マネジメントシステムの取得
NSKの各工場において、安全衛生マネジメントシステムの国際規格であるISO45001の
外部認証を取得し、現状に満足することなく、常に安全レベルの向上を目指し活動の継続的
な改善を図っています。
NSKは、各工場がISO45001の認証を取得し、定期的に第三者機関の監査を受けること

で、マネジメントシステムの実効性を高めることができると考えています。2023年6月まで
に77事業所（日本29事業所、日本以外48事業所）が認証を取得し、FY2023に全対象拠点
で認証取得を完了する予定です。

STOP6+2活動
STOP6は重大災害を防止するための労働安全の取り組みであり、製造業における災害事象を分類し重点活動を行うものです。
［STOP1］ 機械での挟まれ、巻き込まれ等の災害  ［STOP2］ 重量物との接触等の災害
［STOP3］ 車両との接触等の災害 ［STOP4］ 墜落、転落による災害
［STOP5］ 感電による災害 ［STOP6］ 高熱物との接触、爆発等の災害
その活動にNSKは、「酸欠、中毒による災害」「一人作業の禁止」を追加し、「STOP6+2」活動を展開しています。

用語解説
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NSKは、企業理念に則った事業活動を行い、世界で必要とされ、信頼される企業であり
続けることを目指しています。国連「ビジネスと人権に関する指導原則」に基づき、「国際人
権章典」や「労働における基本的原則及び権利に関するILO宣言」などの国際規範を支持･
尊重し、NSKの事業活動にかかわるステークホルダーの人権を尊重する責任を果たします。

各国・地域で人権に配慮した事業活動を行うことをより明確にするため、2022年に「NSK
人権方針」を定めました。NSKは「NSK企業倫理規則 」においても、差別やハラスメント、
強制労働、児童労働の禁止、労働時間の適正な管理など、人権や労働に関して遵守すべき
項目を定めており、役員･従業員に徹底することを求めています。

2023年6月に調達方針説明会をオンラ
インで開催し、人権･労働や気候変動対策
などの社会的要請の高まりへの対応を求
めるとともに、全面的に見直したサプライ
ヤー CSRガイドラインの内容を説明しま
した。また日本で、2年に1度の自己評価ア
ンケートを実施し、500社のサプライヤー
に対応を依頼し、90%のサプライヤーより
回答をいただきました。調査の結果を各社
にフィードバックし、労働災害の未然防止
対策の強化やグリーン調達のレベルアップ
等判明した課題への対策を求めました。海
外サプライヤーに対しても、各地拠点より、
CSRガイドラインを展開し、フィードバッ
クに着手しています。人権や環境について
も、各地域での要求は厳格化してきており、
サプライヤーの皆様と連携してレベルアッ
プに取り組みます。

NSKの事業は多くのサプライヤーに支えられて成り立っています。NSKは、サプライヤー
の皆様を「NSKにとって不可欠なビジネスパートナー」と考え、信頼関係を構築しながら、
相互に発展していくことを目指しています。公正･公平で、社会や環境への影響に配慮した
調達活動を行うことを基本に、持続可能な社会の実現に向けてサプライチェーン全体で取
り組んでいます。
NSKは、「サプライヤーCSRガイドライン」をグローバルに約1,700社のサプライヤーに配
布し、競争法や贈収賄防止法の遵守などのコンプライアンスへの取り組み、児童労働･強制
労働の禁止や労働安全衛生などの人権･労働への取り組み、CO2排出削減などの環境への
取り組み、紛争鉱物の使用回避など地域社会への取り組み等を要請しています。

より詳しい情報は、こちらをご覧ください。 ▶ より詳しい情報は、こちらをご覧ください。 ▶ 

毎年NSKグループの全ての事業所を対象に実施するリスク評価に、労働関係の法令違反
や差別、ハラスメントなど、人権･労働に関する項目を含めています。地域情勢や法改正の動
向なども踏まえ、重要性が高いと判断された項目についてリスク軽減措置を講じています。
また自社の事業活動のみならず、お客様･サプライヤーの皆様と協力し、人権を尊重する
責任を果たしていくために、人権リスクを特定･評価し、人権侵害の防止や軽減に向けて取
り組みを進めています（人権デューデリジェンス）。また、人権方針や企業倫理規則に定める
内容を「NSKサプライヤーCSRガイドライン」に反映し、サプライヤーの皆様に、人権や労
働への取り組みを要請しています。

  人権に関する法令や規範の遵守

  サプライヤーCSRガイドラインを改定し取り組みを強化

  人権リスクの把握と軽減
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■自己評価アンケート

NSK企業倫理規則
NSK企業倫理規則は、NSKグループが企業理念体系に則り、様々な企業活動を行っていく上で、会社および役員・従業員が遵守すべ
き普遍的な考え方を定めたものです。人権に関しては具体的には以下のように定められています。
14. 差別の禁止と健全な職場環境の整備
個人を尊重し、人種、身体的な特徴、信条、性別、社会的身分、門地、民族、国籍、年齢、婚姻、障害などに基づく不当な差別をしな
い。また、受け手が不快と感じるような行為をしない。

15. 労働における基本的権利の尊重
強制労働、児童労働は禁止とする。また、労働関係法令を遵守し、労働者の権利を尊重する。

用語解説
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https://www.nsk.com/jp/csr/human_rights/
https://www.nsk.com/jp/csr/supplier/index.html



